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話しことばチェッカーの開発と評価
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1.　はじめに

近年，多くの大学で初年次教育の一環として，レ

ポート・論文の書き方など文章作法関連の授業が開設

され，日本人学生に対する日本語力，文章力の向上を

図る取り組みがなされている．レポート作成において

は，レポートで求められる書き言葉（学術表現）が必

要である．にもかかわらず，学生達が適切な書き言葉

を使えていないことについて，佐藤（1）は，レポート

の形式や内容以前に，学生達が日本語の運用そのもの

に問題を抱えていることを指摘している．

本来，日本語で中等教育までを受けていれば，一定

程度の日本語リテラシーを持ち，話し言葉と書き言葉

の区別も経験的に学び認識しているはずである．しか

しながら，石黒（2）は学生のレポートに話し言葉が混

入する現象が見られ，初年次教育の一環として改善に

向けた指導の必要性があることを指摘している．そこ

で本研究では，学生自身が推敲段階においてレポー

ト内の話し言葉をチェックできる「話しことばチェッ

カー」システムの開発および，その教育的効果検証を

目的とした．

2.　本研究の位置づけ

通常，文章作法に関する授業でも話し言葉に特化し

た指導は行われない．それは，時間的制約の理由もあ

るが，それ以上に石黒（2）は，教員自身が話し言葉と

書き言葉の区別を感覚的にしか伝えられないからだと

している．これは，話し言葉を体系的にまとめ分類し

た事例がなく，指導法も確立されていないためである．

この現状に対し，本研究ではまず，山下（3）の「話

し言葉一覧表」を基にデータベースとして「話しこと

ば事例集」を整備することとした．「話し言葉一覧表」

は，話し言葉指導の現状を調べるため，市販のレポー

トの書き方に関する書籍 13 冊で扱われる話し言葉を

品詞別に一覧表にまとめたものである．なお，本研究

における話し言葉とは，レポート内に出現する「書か

れた話し言葉」を指す．これまで蓄積してきた 374

本の初年次学生のレポート内の話し言葉を確認したと

ころ，「じゃあ」「超」「～ちゃう」「わかんない」など口

語的話し言葉（3）は確認できなかったため，公開され

ている口語としての話し言葉コーパスからではなく，

上記 374 本に加えその後も蓄積してきた学生レポー

トから事例を収集することとした．

また，話し言葉をドリルや一問一答形式のテストで

学習させるのではなく，学生にまとまった文章を作成

させ，システムを用いて自分の文章内の話し言葉への

気づきを促し，推敲させる方策を取ることとした．

レポートの文章校正に利用できるシステムには，

無料で利用できるものもいくつか公開されている．

Word の文章校正機能「スペルチェックと文章校正」，

「オンライン日本語校正補助ツール」（4），「テキスト
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